
技術概要
　複数のユーザーが別々の地点で一緒に楽器の
演奏を行うとき、動的ローカルラグ制御によっ
て、サウンドの高い同期品質を達成する。動的
ローカルラグ制御は、ネットワーク遅延により
遅れて到着した他端末からのサウンドと同期さ
せるために、ネットワーク遅延に応じて動的に
決定した時間だけローカルサウンドをバッファ
リングして出力する。　
　　 
背景・従来技術
　従来のローカルラグ制御は自端末から他端末
までのネットワーク遅延と同じだけローカルサ
ウンドをバッファリングして出力する。自端末

から他端末までのネットワーク遅延と他端末か
ら自端末までのネットワーク遅延が違う場合に
は、ローカルサウンドと他端末からのサウンド
とを同期させることができなかった。
　　　
特徴
　他端末から自端末までのネットワーク遅延に
応じて決定された時間だけローカルサウンドを
バッファリングして、ローカルサウンドと他端
末からのサウンドとを同期させることができる。
　　　　
実用化イメージ
　遠隔オーケストラ、遠隔アンサンブルなどに
利用可能である。
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・ネットワーク合奏・触覚インタフェース装置
共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　三次元仮想空間だけでなく、実環境での演奏も可能である。
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ネットワーク合奏のサウンド同期技術
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